










（１）具体的要件のその他要件

（別紙）二毛作助成

　二毛作助成の対象作物については、以下の要件を満たして生産され、当該年度内に収穫及び出荷・販売を行うこと。
　
（１）麦
　農協等と実需者との間で締結された販売契約に基づく農協等との出荷契約又は実需者との販売契約を締結している
こと。

（2）大豆
　農協等との出荷契約または実需者等との販売契約を締結していること。

（3）飼料作物
　利用供給協定を締結していること。自らの畜産経営に供する目的で生産する場合は、自家利用計画を策定しているこ
と。

（4）飼料用米、米粉用米
　新規需要米取組計画（需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領別紙２の第４の１号）又は生産製連帯事業
計画（米穀の新用途への利用の促進に関する法律第４条第３項）の認定を受けていること。
  また、生産性向上のための取組として、フレコン・バラ出荷に取組むこと。

（5）WCS用稲
　新規需要米取組計画の認定をうけていること。

（6）加工用米
　加工用米取組計画（需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領別紙１の第５）の認定又は加工用米出荷契約
（需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領別紙１の第６の１）を締結していること。

（7）そば・なたね
　農協等と実需者との間で締結された販売契約に基づく農協等との出荷契約又は実需者との販売契約を締結している
こと。

　※麦、大豆、そばのうち、自家加工については、「畑作物の直接支払交付金に係る自家加工販売（直売所等での販
売）計画書兼出荷・販売等実績報告書」（様式第９－２号）を作成すること。直売所での販売については、直売所と取引
契約を締結するか又は直売所の名称、所在地、連絡先、対象作物の年間販売予定数量などを記載した計画書を作成
すること。

（２）確認方法のその他要件
・麦
　出荷販売契約及び出荷販売伝票により確認する。自家加工については「畑作物の直接支払交付金に係る自家加工
販売（直売所等での販売）計画書兼出荷・販売等実績報告書」（様式第９－２号）により確認する。

・大豆
　出荷販売契約及び出荷販売伝票により確認する。自家加工については、「畑作物の直接支払交付金に係る自家加工
販売（直売所等での販売）計画書兼出荷・販売等実績報告書」（様式第９－２号）により確認する。

・飼料作物
　利用供給協定書又は自家利用計画書により確認する。

・飼料用米、米粉用米
　新規需要米取組計画書及び新規需要米生産集出荷数量一覧表により確認する。フレコン・バラ出荷の確認は、集荷
業者等の荷受け伝票等で確認する。

・WCS用稲
　新規需要米取組計画書及び新規需要米生産集出荷数量一覧表により確認する。

・加工用米
　加工用米取組計画書又は加工用米出荷契約書及び加工用米生産集出荷数量一覧表により確認する。

・そば・なたね
　出荷販売契約及び出荷販売伝票により確認する。自家加工については「畑作物の直接支払交付金に係る自家加工
販売（直売所等での販売）計画書兼出荷・販売等実績報告書」（様式第９－２号）により確認する。



　【水田放牧】（水田における牛の放牧の取組）
　　①取組の内容
　　②飼料作物を生産する者
　　③牛群を管理する者
　　④ほ場の場所及び面積
　　⑤牛の入退牧の時期及び放牧頭数
　　⑥利用供給協定締結期間
　　⑦水田放牧条件（作業分担及び品代・経費の負担）
　　⑧その他必要な事項

　【資源循環】（飼料生産水田へのたい肥散布の取組）
　　①取組の内容
　　②供給される飼料作物の種類
　　③飼料作物を生産する者
　　④たい肥を散布する者
　　⑤ほ場の場所及び面積
　　⑥たい肥の散布時期及び量
　　⑦利用供給協定締結期間
　　⑧たい肥散布の条件（作業分担及び品代・経費の負担）
　　⑨その他必要な事項

（３）放牧の取組要件
放牧にあっては、次に揚げる事項のすべてを満たしていること。
①当該年度における放牧の取組であること。
②１ha当たりの放牧頭数が成牛換算で２頭以上であること。
　なお、成牛換算においては、育成牛２頭当たり成牛１頭とする。
③対象牛は、おおむね２４か月以上の成牛又は８か月以上の育成牛であること。
④ほ場の場所及び面積
⑤牛の入退牧の時期及び放牧頭数
⑥利用供給協定締結期間
⑦水田放牧条件（作業分担及び品代・経費の負担）
⑧その他必要な事項

（別紙）耕畜連携

（１）対象作物の粗飼料用作物等の範囲
青刈りとうもろこし、青刈りソルガム、テオシント、スーダングラス、青刈り麦〔ライ麦又はえん麦を含む。また
サイレージ化したものを含む。〕青刈り大豆、子実用えん麦、青刈り稲、ＷＣＳ用稲、わら専用稲、青刈りひ
え、しこくびえ、オーチャードグラス、チモシー、イタリアンライグラス、ペレニアルライグラス、ハイブリットライ
グラス、スムーズブロムグラス、トールフェスク、メドーフェスク、フェストロリウム、ケンタッキーブルーグラス、
リードカナリーグラス、バヒアグラス、ギニアグラス、カラードギニアグラス、アルファルファ、オオクサキビ、ア
カクローバ、シロクローバ、アルサイククローバ、ガレガ、ローズグラス、パンゴラグラス、ネピアグラス、セタリ
ア、飼料用かぶ、飼料用ビート、飼料用しば

※上記の粗飼料作物等以外で地域農再生協議会がその地域の特性に適合し、かつ、水田においてその生
産振興を図る必要があると認められる場合（新規需要米を除く）は、あらかじめ県と協議することとする。

（２）利用供給協定に含まれるべき事項
　【わら利用】（わら専用稲の生産及び飼料用米生産ほ場の稲わら利用の取組）
　　①取組の内容
　　②わらを生産する者
　　③わらを収集する者
　　④わらを利用する者
　　⑤ほ場の場所及び面積
　　⑥刈取り時期
　　⑦利用供給協定締結期間
　　⑧わら取引の条件（作業分担及び品代・経費の負担）
　　⑨その他必要な事項


